
さまざまな分野で活躍されてきた市民の皆さんをご紹介します。

連
載

「庚申供養也　武州新倉郡蟇
ひき

俣
また

村」と刻まれています。この庚申
供養地蔵の脇に立つ市教育委員会の説明にあるとおり、この庚
申供養地蔵は「蟇俣」の字が使われている市内唯一の石造物であ
り、史料的価値の高いものです。新河岸川に柳瀬川が注ぎ込む
引又地区は、二つの川が合流する地点付近の蛇行が顕著で、ま
るでヒキガエルが這いつくばっているように見えたのでヒキマ
タの地名になり、引又村（現在の本町地区付近）に蟇俣の字が使
われたともいわれています。江戸時代、一般的には「引又」を用
い、「引俣」「引股」も使われていたようですが、公用では「蟇俣」
「蟇股」が使われていたようです。　　　　
　天正４年（1576）新

にい

座
くら

郡舘
たて

村から三
み

上
かみ

弾
だん

左
ざ

衛
え

門
もん

が息子二人とと
もに新河岸川と柳瀬川の合流地点へ新田開発に入って以後、引
又村は農業の村から商業の町へと変わっていき、さらにその後、
脇
わき

往
おう

還
かん

奥州街道の宿
場、新河岸川舟運の
河岸場、そして引又
市の市場として大い
に発展しました。
　当寺には、旧引又
地区の発展に寄与し
た古くからの商家の
墓地が多いようです。

　また、3月30日をもって、利用状況の変化や、維持費、
燃料費の高騰による運行経費の増加などを受けて、ふれ
あい号の運行を終了しました。加えて、志木駅と柳瀬
川駅を結ぶ志04系統及び志04-2系統の路線バスについて
も、運転手不足や運行ルート上の狭

きょう

隘
あい

な道路を安全に運
行できる車両の確保が困難であるとの理由で、バス事業
者が路線の廃止を決定しました。全国的にも運転手不足
や燃料費の高騰など、交通事業が難しい局面を迎えてい
る中、令和６年４月１日より、長距離を移動する際の負
担が軽減されるよう、デマンド交通の利用料金の見直し
を行いました。デマンド交通は本市自慢の独自施策であ
り、今後も利用しやすさを意識するとともに、安定的な
交通施策のあり方については、引き続きアンテナを高く
しながら可能性を探ってまいります。
　「市民会館を壊さなくてもよかった」「市がコミュニテ
ィバスを運行するのが良い」という声もいただきますが、
市民会館については、老朽化が進行していることから利
用者の皆さまの安全を確保する必要があったことや、市
民活動に利用できない期間を短くするための事業スケジ
ュール上、早期の解体はやむを得なかったものと考えて
います。コミュニティバスについても、導入した場合、
市域の狭い本市ではバス路線など既存の公共交通と競合
し、撤退につながってしまうという事情があります。世
界を騒がせたコロナ禍を乗り越えつつあると思った矢
先、物価高騰の影響が大きくなるなど、強い風が吹き荒
れる状況ではありますが、不撓不屈の精神で庁内一丸と
なって知恵を絞り、10年、20年先を見据えながら、選ば
れ続ける志木市のため、道を切り開いていく決意です。

　労働人口の減少や運送業・建設業における時間外労働
の上限規制など、いわゆる「2024年問題」の影響に加え、
建設業界の人手不足による大規模工事の入札不調や工事
の遅れといった報道を目にすることが多くなり、全国的
にも大きな課題となっています。新年度を迎え、気持ち
新たに市政の舵

かじ

を取ろうと思っていたところ、志木市も
こうした社会情勢の影響をダイレクトに受け、本年7月
からの着工を目指して準備を進めていた新複合施設建設
工事については、入札参加申込者より設備工事業者の確
保が困難であることを理由に入札参加辞退の申し出があ
り、事業スケジュールの大幅な見直しを余儀なくされた
ところです。
　本市自慢の市民力を発揮するステージとしての活用を
期待していた新複合施設の完成は市政における重要課題
であることから、知恵を出し合いながら、早期の完成に
向けた今後の進め方を議論しているところであり、見直
しの事業スケジュールが決まり次第、市民の皆様に改め
てお示ししてまいります。

以心伝心

以心伝心

志木市長

　東明寺は本町１丁目、以前の志木市字中野
の地内にあり、「阿

あ

弥
み

陀
だ

山
さん

安
あん

養
よう

院
いん

東明寺」と号
し、新義真言宗智

ち

山
ざん

派
は

の寺院で、無住のまま、
地王山地蔵院宝幢

どう

寺の所有になっています。
ご本尊は阿弥陀如来です。
　この寺の境内、本堂右に、志木市指定民俗
文化財「東明寺の庚申供養地蔵」があります。
寛文７年（1667）２月造立の庚申信仰に基づ
く庚申と地蔵が習合する石造仏で、光背に
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供養地蔵
　　　　   （志木市指定民俗文化財）

▲東明寺の庚申供養地蔵
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